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地域医療の高梁モデル構築に向けた１００の検討とアクション
～より良い連携を目指して～

令和６年３月３１日

高梁２０２５
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００１ 市内医療資源の最適配分に向けた医療機関等の連携強化

医療機能における役割分担を検討します。

市内医療機関の関係者等を交えた高梁
市医療機関連携推進部会を平成３０年度
から４回開催しています。協議を進め、
市内医療機関の特性・連携状況をまとめ
たポスターを作成し、市内の医療機関等
に掲示し、普及啓発を行っています。

００２

高梁市内の医療をつなぐネットワーク

医療計画関係の協議の様子
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令和３年度には、高梁医師会、備北保健所、薬局、消
防署が連携し、市内の新型コロナ感染症の自宅療養者へ
の電話診療を実施する医療提供体制「おうちで安心高梁
方式」を構築しています。

００１ 市内医療資源の最適配分に向けた医療機関等の連携強化

医療機能における役割分担を検討します。００２
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００３
市内医療資源の最適配分に向けた医療機関等の連携強化

医療機関と教育機関が連携して採用を強化
していきます。

高梁医師会、市では、高梁高校で方谷学として医療をテーマに
講義を実施し、若い世代に地域の医療に関心を持ってもらう取組
みを進めています。方谷学では、医療分野を探求テーマにする生
徒は他分野と比べて多く、少しずつ医療に興味を持つ若い世代が
増えてきています。

令和２年度には、看護師の確保を進めるため、高梁市看護師等
確保検討部会を新たに設置し、奨学金制度の拡充、見直しを行い、
令和３年度より開始しています。

令和４年度には、奨学金による新規養成の取り組みに加えて、
市内医療機関が行う定着促進、復職支援、負担軽減等の取り組み
への支援を拡充し、令和５年度より開始しています。

NEW
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市内医療資源の最適配分に向けた医療機関等の連携強化

医療機関間での医療従事者の異動、出向・派遣
を進めます。

平成３０年度中に、診療所から病院へ
１名の放射線技師の異動が決まりました。

今後についてもより連携を深め、限ら
れた人材が地域でより活躍できる環境作
りに努めていきます。

００４
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００５
市内医療資源の最適配分に向けた医療機関等の連携強化

医療提供拠点の配置適正化を進めます。

令和元年１２月１日に、高梁市有漢診療所を有漢地域センター内へ移転し、
利用者の利便性の向上に努めています。

令和５年４月１日から川上医療センターを成羽病院の附属施設として、ま
た、西山診療所の診療を県外医師から成羽病院の医師による診療体制となり、
成羽・備中・川上地域にある公立医科診療所が成羽病院による一体的な診療
体制となっています。

令和６年４月１日から、近年の診療実績を踏まえて中井診療所を廃止。有
漢診療所を週１回開設に見直しました。

高梁市有漢診療所 高梁市西山診療所 川上医療センター

NEW
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００６
市内医療資源の最適配分に向けた医療機関等の連携強化

市民ニーズに合った小児科の診療時間の調整
に努めます。

令和元年度に市内の病院へ小児医療
（救急含む）の実態調査を実施しまし
た。現在の小児救急の実績から小児科
の診療時間は、これまでどおり対応さ
せていただくこととなりました。今後、
救急実績に応じて診療所の時間延長等
も含め検討していきます。

また、お子様が夜間の急な発熱やけ
いれんなど具合が悪くなった際には、
小児救急医療電話相談（＃８０００）
をご利用ください。

＃８０００（小児救急電話相談）
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０１１
市内医療資源の最適配分に向けた医療機関等の連携強化

患者数や地域完結率といった医療需要の実態
を踏まえた上で、将来の病床数を検討します。

介護医療院への転換等で市内医療機関の病床数
は、平成３０年度から令和５年度にかけて１９１
床減少しています。

これは、岡山県保健医療計画で掲げる地域医療
構想の数字に近づくものとなっています。

NEW
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０１３
地域医療提供体制の充実に向けた新たな政策的対応の検討

投資対効果が見込まれる医療機能や診療科を
特定し、公的支援を検討します。

令和２年度には、感染症対策のため、対応する病床整備への
補助制度を新設しました。（高梁中央病院が２床、たいようの
丘ＨＰが４床整備）
令和３年度には、「高梁市新型コロナウイルス

感染症対応医療協力金」を市内医療機関の医療従
事者等へ支給しました。また、岡山県建設業協会
高梁支部からの寄付をもとに、高梁医師会に所属
する医療機関、近隣行政機関、消防署へオート
ディスペンサーを配布しました。

令和６年度には、公定価格により運営されてい
る医療機関、介護、福祉施設等に対して、「高梁
市医療・福祉施設等物価高騰対策支援金」を支給
する予定です。 オートディスペンサー

NEW
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０１４
０１５
０１６

地域医療提供体制の充実に向けた新たな政策的対応の検討

必要性や投資対効果の高いテーマについて、
技術動向や導入事例の調査を行います。

令和２年度に実施したオンライン診療を推進している兵庫県
養父市への視察等を通じて、本市に見合ったオンライン診療の
あり方について今後、検討を進めます。また、高梁中央病院で
は、内科と外科において令和２年度にオンライン診療を開始し、
高梁医師会では、令和３年度にオンライン診療に対応した電話
診療システムを、試験導入しています。
令和５年度には、岡山県医療推進課の実施する医療MaaS車両

によるオンライン診療の体験会に参加しました。

NEW

医療MaaSによるオンライン診療体験
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令和４年度には、今後医療ＤＸの基盤となるオンライン資格
確認システムによるマイナンバーカードの健康保険証利用の普
及に向けて、広報紙で制度の普及啓発や市内病院でのマイナン
バーカード発行などの出張申請窓口を開設しました。
令和６年４月１日時点で、市内すべての医療機関及び薬局で

オンライン資格確認システムが導入されています。

マイナンバーの出張申請窓口 マイナ保険証利用の普及啓発

０１４
０１５
０１６

地域医療提供体制の充実に向けた新たな政策的対応の検討

必要性や投資対効果の高いテーマについて、
技術動向や導入事例の調査を行います。

NEW
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０１７
市内医療機関が一体となった市外医療機関との連携パス構築

高度急性期医療を担う市外の中核病院との連携
を進めます。

令和２年度に地域医療連携の確立、人材育成・交流、円滑な入
退院支援等を目的に、県南の３つの中核病院と連携協定を締結し
ています。

R2.7.22 岡山大学病院 R2.11.12 倉敷中央病院 R3.1.20 川崎学園

NEW
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令和３年度には倉敷中央病院と高梁消防署で、ドクターカー
の運用を同年１２月より開始しています。運用を開始後、累計
１１件の運用実績があります。

令和４年度から、広がる子どもの夢事業として川崎学園現代
医学博物館の見学会を実施しています。令和５年度には市内の
小中学生とその保護者８組17名が参加しました。

川崎学園現代医学博物館見学外傷者搬送のドクターカーのしくみ

０１７
市内医療機関が一体となった市外医療機関との連携パス構築

高度急性期医療を担う市外の中核病院との連携
を進めます。

NEW
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０１８
市内医療機関が一体となった市外医療機関との連携パス構築

市外の分娩施設との連携を進めます。

母子健康手帳交付時や市内クリニックでの
妊婦健診受診時に、妊婦の方の希望する分娩
施設を伺い、事前にその分娩施設と連絡を取
るなど周産期医療の連携体制が整っています。

また、令和２年度に締結した市外中核病院
との協定の連携事項の１つに周産期医療体制
の確立に関する項目を設け、より一層の連携
強化を図ることとしています。
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市内医療機関から市外医療機関への患者を紹介
する仕組みを検討します。

平成３０年度に市内医療機関での患者さん
の送患状況の調査を実施しました。その結果、
患者さんの入退院支援が各医療機関協力のも
と、スムーズに行われていることがわかりま
した。

また、令和２年度に締結した市外中核病院
との協定の連携事項の１つに円滑な入退院に
関する項目を設け、市外の医療機関ともより
一層の連携強化を図ることとしています。

０１９
市内医療機関が一体となった市外医療機関との連携パス構築
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市外医療機関で入院した後、市内医療機関へ
の転院や退院に向けた連携を図ります。

平成３０年度に市内医療機関での患者さん
の送患状況の調査を実施しました。その結果、
患者さんの入退院支援が各医療機関協力のも
と、スムーズに行われていることがわかりま
した。

また、令和２年度に締結した市外中核病院
との協定の連携事項の１つに円滑な入退院に
関する項目を設け、市外の医療機関ともより
一層の連携強化を図ることとしています。

０２０
市内医療機関が一体となった市外医療機関との連携パス構築
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０２２
０２３

医療従事者の労働環境改善

医療従事者の働き方改革に向けて、業務の
効率化を図ります。

令和元年度に市内の病院で働かれている看護師約３００人を対象に労働環
境改善に関するアンケート調査を実施しました。職場環境で重要と考えるも
のとして、納得できる収入、職場の人間関係、仕事の楽しさ・やりがいが上
位を占める結果となりました。

NEW

令和４年度には、看護師等の新規養成や
定着促進、復職支援等、看護師等の確保に向
けて総合的に市内医療機関が取り組むことが
できるよう、補助制度の拡充を検討し、既に
市内医療機関で勤務する看護職等の負担軽減
や業務効率化に向けて取り組む医療機関への
補助メニューを創設した。

令和５年度には、インカム導入による情報
共有や新人教育の業務効率化や与薬カートに
よる与薬管理業務の効率化に取り組んだ医療
機関へ支援を実施しています。

インカム導入による
情報共有などの効率化
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医療従事者の２４時間対応の緩和に向けた
施設間の連携を進めます。

高梁市在宅医療・介護連携推進事業の
中で、訪問看護ステーションの情報交換
会を年４回実施しています。

令和５年度には高梁医師会に主催で、
「高梁地域の訪問看護ステーション検討
会」が立ち上がり市内の訪問看護ステー
ションの効率的運営や連携強化について
検討を開始しました。

医療従事者の労働環境改善

０２４
０５５

NEW
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職業と住まいの近接支援を検討します。

人材確保U・Iターン支援事業（引越し
費用等の助成事業）について、平成３０
年度、令和元年度に２件ずつ、令和２年
度は３件、看護師から申請があり助成を
行いました。

また、市では、本市の定住施策を取り
まとめ市内病院へ配布し、医療従事者の
市内定着に向けた取組みを進めています。

医療従事者の労働環境改善

０２６
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医療従事者間のコミュニケーション改善

職種間での交流機会を増やします。

高梁市在宅医療・介護連携推進協議会を２回程度、多職種連携研修会を２回
程度開催し、所属や職種を超え意見交換をする機会を設けています。

また、平成２８年度から平成３０年度まで備北保健所が高梁医師会へ委託し、
実施していた看護職のスキルアップ研修等の事業を、令和元年度は、市から高
梁医師会への委託事業として、さらに、令和３年度からは、在宅医療と介護の
連携推進と地域医療推進に向けた体制整備の確保を図るため、「高梁市在宅医
療・介護連携推進事業」について、高梁医師会へ委託し事業を継続した。この
事業により、研修のみならず、看護職の人材確保、人材育成等に努めています。

０２７
０２８
０２９
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職種間での交流機会に対する医師の参加を
促進します。

在宅医療と介護の連携を図るため、多職種によ
る研修会を平成２５年度から２１回開催しました。

これまでに累計２５名の市内の医師が参加して
いますが、継続して参加する医師は、数名に固定
化しています。

令和５年度の多職種連携研修会では、３名の医
師が研修会に参加しました。今後も、より多くの
医師等が参加するよう働きかけていきます。

医療従事者間のコミュニケーション改善

０３０
NEW
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多職種連携の改善に向けて情報共有のルール
を整備します。

多職種が連携し、スムーズな入退院支援を行うことを
目的に高梁市内の入退院支援ルールを作成しています。

その中で、病院、在宅担当者が円滑に患者さんの情報
を共有し、コミュニケーションが図れるよう高梁版情報
共有書を作成し、有効に活用しています。

令和３年度には、岡山県栄養士会高梁支部で、医療・
介護・福祉に携わる関係者で嚥下調整食の共通認識が持
てるように、高梁地区食形態マップ「にゃんコード」を
作成されています。

医療従事者間のコミュニケーション改善

０３１
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医療従事者の能力開発・育成機会の創出

小児領域を含めたプライマリ・ケア領域を強化
します。

妊娠中から切れ目のない支援体制の充実に
向けて市内の産科医、小児科医を含む関係
者・専門職で高梁版ネウボラ連絡会(母子保健
連絡会)を平成30年度に設立しました。

今後、出産・子育てサポート体制の整備に
関する事項は、本連絡会で具体化を図ってい
きます。
ネウボラとは・・・フィンランド語で「アドバイスの場」を意味します。高梁版ネ
ウボラでは、妊娠・出産・子育て期を切れ目なくサポートしていきます。

０３２
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多忙な医療従事者も研修に参加できる環境を
構築していきます。

令和元年度に市内の病院で働かれている看護師約３００人を対
象に労働環境改善に関するアンケート調査を実施しました。
調査項目には、他の職種で対応可能な業務の項目もあり、調

査結果をもとに医療従事者の働き方改革に向けた対応を含め検
討を進めていきます。
また、令和２年度から研修参加の移動時間削減のため、研修

会をハイブリット開催しています。

令和3.10.28「皮膚・排泄ケア研修会」 令和3.12.18「多職種連携研修会」

０３４
医療従事者の能力開発・育成機会の創出
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組織横断的な教育・研修を検討します。

令和3.12.18「多職種連携研修会」令和4.12.2「多職種連携研修会」

市内看護師を対象にリーダー育成研修や緩和ケア、皮膚・排泄ケア等の
研修会を年数回行っています。
令和５年度には、研修会を開催し、医療、介護現場でのＩＣＴの利活用

に関する研修会を１２月１５日に開催し、看護師等約他職種６５名の参加
がありました。

令和２年度：新型コロナウイルス対策等の研修会（５５名）

令和３年度：摂食、嚥下、食形態に関する研修会（７７名）

令和４年度：薬剤師の役割や薬の飲み方などについて研修会（６８名）

０３５
NEW 医療従事者の能力開発・育成機会の創出
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教育機関による卒業後を見据えた研修の取組み
を進めます。

市内で看護師等の医療従事者を養成している吉備国際大学
では、高梁医師会と連携し、「看護の魅力ガイダンス」を開
催し、地域で働く医師や看護師等が授業を実施しています。

また、令和５年度からは吉備国際大学で「看護政策論」を
開始し、高梁医師会と連携し高梁市での看護師確保に向けた
取り組みについての講義を実施しています。

令和元.7.1「看護の魅力ガイダンス」 令和5.5.17「看護政策論」

０３６
NEW 医療従事者の能力開発・育成機会の創出



29

医療従事者確保に向けた連携強化

地域合同での医療従事者確保に向け、本市
の定住施策と連携した取組みを進めます。

人材確保U・Iターン支援事業（引越し費
用等の助成事業）について、平成３０年度、
令和元年度に２件ずつ、令和２年度は３件、
看護師から申請があり助成を行いました。

また、市では、本市の定住施策を取りま
とめ市内病院へ配布し、医療従事者の市内
定着に向けた取組みを進めています。

０３７



30

人材が必要な時期、場所、職種、人数等を
明確にします。

医師確保・定着事業に向けたアンケートを
実施し、あわせて各医療機関での不足する医
療従事者の職種について、アンケートを実施
し、医師、看護師のほか、病棟薬剤師が医療
機関で不足していることが分かりました。

今後不足する医療従事者の確保に向け取り
組んでいきます。

０３８
NEW 医療従事者確保に向けた連携強化



31

岡山大学医学部地域枠卒業医師の獲得を
目指します。

平成２９年度から高梁中央病院、平成３０年
度から成羽病院で岡山大学医学部地域枠の卒業
医師が、継続して定期的に派遣され、地域医療
を担っています。

令和４年度から、市の医学生奨学金奨学生が、
岡山大学地域枠・自治医科大学生合同セミナー
へ参加し、将来の地域勤務に向け同じ地域医療
を志す仲間とのつながりを持てる機会を提供し
ています。

０３９
NEW 医療従事者確保に向けた連携強化



32

医師確保計画の策定について、県への働き
かけを進めます。

令和元年度において、知事とのトップミーティングや高
梁・新見地域医療構想調整会議（７月２９日、１１月２７日
開催）等の場で医師確保における要望・検討を進めています。

岡山県では、岡山県医師確保計画（令和２年度～令和５年
度）を策定されました。本計画では、高梁・新見保健医療圏
は、医師少数区域に設定され、医師多数区域からの医師派遣
の継続、地域枠卒業医師等の優先配置を行う方針となってい
ます。

本計画は令和５年度に改定され、高梁・新見保健医療圏は、
引き続き医師少数区域として、医師多数区域からの医師派遣
の継続、地域枠卒業医師等の優先配置を行う方針となってい
ます。

０４０
NEW 医療従事者確保に向けた連携強化



33

市内大学等で地域医療の魅力を伝えるカリキュ
ラム等により市内就職を促す取組みを行います。

吉備国際大学では、市内の病院や市と連携して学年
に応じた地域実習カリキュラムを組んでいます。

その他、高梁医師会や市では、吉備国際大学で看護
の魅力ガイダンスや小中学生を対象とした医療現場体
験事業を実施しています。

高梁高校の方谷学でも医療に関する講義を実施し、
市内の幅広い学生に地域医療に関して知ってもらう取
組みを行っています。

０４１
医療従事者確保に向けた連携強化



34

市外の医療従事者養成学校の学生に向けても
市内医療機関等が一体となりＰＲをします。

平成２９年度から市内４病院、高梁医師会、市が一体となり、
市内外の医療従事者養成学校を訪問し、看護師確保に向けた働き
かけを行っています。

吉備国際大学、県立真庭高等学校、新見公立大学、岡山県立大学、川崎医療福祉大学、
川崎医療短期大学、倉敷翠松高等学校、倉敷看護専門学校、玉野総合医療専門学校、
旭川荘厚生専門学校（１０校）

また、大学、高梁医師会、市が一体となり近隣高等学校へも訪問
し、看護師確保に向けた働きかけを行っています。

高梁高等学校、高梁城南高等学校、日新高等学校、総社南高等学校、総社高等学校、

新見高等学校、矢掛高等学校、共生高等学校、興譲館高等学校、井原高等学校（１０校）

０４２
NEW 医療従事者確保に向けた連携強化
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市内で働くことの魅力をＰＲします。

高梁医師会が、平成３０年度には市内４病院と連携し、
看護師募集コマーシャルを、また、令和元年度には「高梁
の医療」と題し地域医療の番組を制作しています。現在、
高梁医師会のＨＰへ掲載されています。
また、平成３０年度から市奨学金貸与者等を対象に市内

４病院の見学会を開催しています。
令和５年度には、市ＨＰ内に看護職確保に向けた特設

ページ作成し、市内医療機関で働く看護職のインタビュー
を掲載したり、地域イベントに参加し、看護師体験や地域
医療のクイズなどのイベントブースを出展しました。

令和4.5.21 市内病院見学ツアー 令和5.6 医療イベントブース出展

０４３
０４７

NEW 医療従事者確保に向けた連携強化

看護師確保特設ページ



36

高梁で実現できるキャリアプランの明確にします。

令和4.11.1 方谷学（高梁市の高齢者
の現状と課題について考える）

高梁高等学校の2年次生が作成した
高梁の地域医療のチラシ

高梁高校の１年次生を対象とし方谷学として、市内で働く医師、
看護師から地域医療、地域で働くことの魅力について講義を実施
しています。
令和５年度には、生徒の探求学習の中間発表、

最終発表に参加しました。医療分野を探求テーマ
にする生徒は他分野と比べて多く、少しずつ医療
に興味を持つ若い世代が増えてきています。

チラシを作成した生徒

０４４
０４８

NEW 医療従事者確保に向けた連携強化



37

市内医療機関を知る機会を増やします。

順正高等看護福祉専門学校では、平成３０年度
から地域への愛着心を育てるため高梁学を行って
いました。

また、令和元年度から成羽病院に加え、高梁中
央病院、大杉病院でも実習が始まり、高梁中央病
院では９名、大杉病院では６名が実習を受けてい
ます。今後も実習受入を通じて、市内医療機関を
知ることによる、市内就職へのきっかけづくりに
取り組んでいきます。

０４５
０４９

医療従事者確保に向けた連携強化
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市の奨学金制度の普及・改善に努めます。

市内の大学等では、半数以上が市の看護師等養成奨学金制度を知らない
状況です。平成３０年度から市内で看護師等の医療従事者を養成している
吉備国際大学から新たに合格通知を送る際に、市奨学金パンフレットを同
封し普及に努めています。また、令和２年度には、高梁市看護師等確保検
討部会を新たに設置し、市内医療機関、大学等が一体となって奨学金制度
の拡充、見直しを行い、令和３年度より開始しています。制度の広報は、
成人式や県内看護学校訪問、市内や近隣市にある高校訪問時に奨学金チラ
シの配布、次年度の事前要望調査などに取り組んでいます。
令和５年度には、看護師確保に向け市内医療機関や制度等をまとめたＨ

Ｐやパンフレットを作成しています。

高梁看護師等奨学金チラシ

０４６
０５０

NEW 医療従事者確保に向けた連携強化

市内医療機関紹介用パンフレット



39

市内医療機関での研修を充実していきます。

高梁かんごねっとでは、市内医療機関の看護師を対象として
リーダー育成研修やフィジカルアセスメト研修などスキルアッ
プ研修を１０回以上開催しています。

また、令和４年度から市内就職した看護職の定着促進・離職
防止のため、新たに新入看護職サポート研修会を開催していま
す。さらに、令和５年度には、新たに新人教育を行うプリセプ
ターを対象とする研修会を開催しています。

令和５年度新入職員研修 令和５年度プリセプター研修

０５１
NEW 医療従事者確保に向けた連携強化
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研修受け入れ先の職場環境を改善します。

令和４年度に看護職の業務の効率化、負担軽減のために取り
組む市内医療機関に対して補助制度を創設しました。

令和５年度には、看護職等の負担軽減や業務効率化への補助
事業として、インカム導入による情報共有や新人教育の業務効
率化や与薬カートによる与薬管理業務の効率化に取り組んだ医
療機関に対して支援を実施しています。

引き続き、市内医療機関で働く看護職等がより働きやすい環
境となるように医療機関の業務改善・効率化の取り組みの支援
を実施していきます。

０５２
NEW 医療従事者確保に向けた連携強化



41

離職者へのＰＲや復帰支援の取組の検討を
進めます。

令和２年度に、高梁かんごねっとでは、潜在看護師確保に向けポスターを
作成し、看護師の確保に努めています。また、令和３年度には広報紙を通じ
て、県ナースセンターや高梁かんごねっとでの医療現場への復職支援の取組
状況について周知しています。令和４年度には、潜在看護師を含めた高梁市
に縁のある医療従事者とつながりを持てるようなネットワークの構築を検討
し、令和５年度に「たかはし×医療“かけはし”ネットワーク」登録制度を
開始し、高校での講義や市民公開講座で登録者の募集を開始しました。
(現在１０名）

潜在看護師向けポスター たかはし×医療“かけはし”ネットワーク

０５３
０５４
０５６

NEW
医療従事者確保に向けた連携強化
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子どもを産み育てやすいまちを目指した出産・子育てサポート
体制の整備

医療機関間での周産期医療を担う人材の出向、
派遣に努めます。

令和５年度に岡山県看護協会の人事交流
事業として、倉敷中央病院（２か月）や倉
敷成人病センター（２か月）から助産師の
出向を受け入れ、赤ちゃん訪問や乳児健診
事業などを行いました。

０６０
NEW



43

出産・子育てサポートの充実に努めます。

市内での分娩施設の設置は、人材確保等の面から困難な状況で
すが、妊産婦健診等の周産期医療は市内クリニックで提供してい
ます。

分娩時の搬送では、県内で初めてママ・サポート１１９という
消防と連携したシステムを整備しており、ほとんどの妊婦さんが
登録されています。その他、妊婦相談、保健師の家庭訪問、スク
ラム作戦などきめ細かいサポートを実施しています。

ママ・サポ１１９
事前登録

かかりつけ医療機関へ
現在の状況を伝えながら搬送

（R5.2.28時点で総届出件数1,078件で、総救急搬送件数68件）

緊急時 出産
ママ・サポート１１９

子どもを産み育てやすいまちを目指した出産・子育てサポート
体制の整備

０５７
０６１
０６２

０６３
０６４
０６７



44



45

支援を必要とする方の成
長・生活を保護者、保健師、
所属園・校の先生、福祉事
業所などご本人を取り巻く
支援者がスクラムを組んで
連携支援することです。

ご本人の真の願いを支援
者が適切に受け止め、それ
ぞれの立場や役割を話し
合って横の糸と縦の糸を
しっかりと紡いでいきます。

関係者が手を取り合って、
市内の子どもの発達、成長
を惜しみなく支援します！



46

出産・子育てに関して、受けられるサポートや利
用できるサービスをＰＲします。

分娩時の搬送を行うママ・サポート１１９をはじめ、１８歳まで
の医療費無償化、各種母子保健施策・子育て支援サービスにより、
母子保健活動を通して、妊産婦や子育て世代から市内のサービスに
ついて不安が少ないとの声を多く聞いています。

妊産婦の安心、安全のための取組みを、市ＨＰや広報紙、行政放
送等を通じて、幅広い世代の市民の方にＰＲしていきます。

令和４年度は妊産婦の方や子育て中の方が活用できるサービスを
まとめた「たかはし子育てガイドブック」をリニューアルしました。

たかはし子育てガイドブック

子どもを産み育てやすいまちを目指した出産・子育てサポート
体制の整備

０６８
NEW



47

令和４年度には公益財団法人日本青年会議所が全国で展開してい
る「ベビーファースト宣言」に「子育てするなら高梁市」を活動宣
言として、令和４年９月２６日に高梁青年会議所とともに、参画を
表明しました。

令和５年度には、こども家庭庁のこどもたちのために何がもっと
もよいことかを常に考え、こどもたちが健やかで幸せに成長できる
ような社会を実現するという「こどもまんなか宣言」の趣旨に共
感・賛同し、令和５年７月２０日に、「こどもまんなか応援サポー
ター宣言」を行いました。

０６８
NEW

出産・子育てに関して、受けられるサポートや利
用できるサービスをＰＲします。

子どもを産み育てやすいまちを目指した出産・子育てサポート
体制の整備

こどもまんなかロゴマーク



48

地域包括ケアシステム構築に向けた医療分野の関与強化

医療が担うべき役割を関係者で共有するため、
研修等により在宅医療の周知啓発を行います。

高梁市在宅医療・介護連携推進協議会では、多職種
連携研修会を実施しています。

また、在宅医療に関係する専門職種が職種別に研修
を企画・実施しています。

H30.11.9「わが街健康プロジェクト。」を知ろう！ H31.2.15「地域の認知症の現状を知る」

０６９
０７０
０８６



49

教育機関が医療機関と連携して行う取組みの
検討を進めます。

市内の看護師養成校である吉備国際大学等
への市内からの入学者は非常に少ないのが現
状です。今後は市内の高校と協議の場を設け、
両校の教育環境等の魅力のＰＲに努めていき
ます。

また、吉備国際大学では、介護予防事業、
市内の小中学生を対象とした医療現場の模擬
体験など医療機関や市と連携した取組みを実
施しています。

地域包括ケアシステム構築に向けた医療分野の関与強化

０７１



50

情報共有手段として「やまぼうし」の活用を進め
ます。

本市では、患者さんの同意のもと医療情報を医療
機関や施設で共有するためのＩＣＴツールとして晴
れやかネットの「やまぼうし」を活用し、操作説明
会等を行いながら普及に取り組んでいました。
しかし、令和４年に晴れやかネット事務局の解散

に伴い、その他代替となる手段として、令和５年度
にLINEWOKSを活用したモデル事業を市内の一部の医
療機関や介護施設、関係機関を対象として試行し、
関係者が情報共有、連携しやすい新たな環境整備を
進めています。

０７２
地域包括ケアシステム構築に向けた医療分野の関与強化NEW



51

職種間での交流機会を増やします。

高梁市在宅医療・介護連携推進協議会を２回程度、多職種連携研修会を２回
程度開催し、所属や職種を超え意見交換をする機会を設けています。

また、平成２８年度から平成３０年度まで備北保健所が高梁医師会へ委託し、
実施していた看護職のスキルアップ研修等の事業を、令和元年度は、市から高
梁医師会への委託事業として、さらに、令和３年度からは、在宅医療と介護の
連携推進と地域医療推進に向けた体制整備の確保を図るため、「高梁市在宅医
療・介護連携推進事業」について、高梁医師会へ委託し事業を継続した。この
事業により、研修のみならず、看護職の人材確保、人材育成等に努めています。

０７４
０７５
０７６

地域包括ケアシステム構築に向けた医療分野の関与強化



52

多職種連携の改善に向けて情報共有のルール
を整備します。

多職種が連携し、スムーズな入退院支援を行うこと
を目的に高梁市内の入退院支援ルールを作成していま
す。

その中で、病院、在宅担当者が円滑に患者さんの情
報を共有し、コミュニケーションが図れるよう高梁版
情報共有書を作成し、有効に活用しています。

令和３年度には、岡山県栄養士会高梁支部で、医
療・介護・福祉に携わる関係者で嚥下調整食の共通認
識が持てるように、高梁地区食形態マップ「にゃん
コード」を作成されています。

０７７
地域包括ケアシステム構築に向けた医療分野の関与強化



53

通院手段の充実を図ります。

第２次高梁市地域公共交通網形成計画
（令和２年３月策定）の策定にあたって
は、通院に関して、市民の皆さんや市内
医療機関等から現状や課題についてヒア
リングをさせていただきました。

今後は、通院・買い物など日常生活圏
を基本に皆さんの生活がより充実するよ
う公共交通網を見直していきます。

０７８
地域包括ケアシステム構築に向けた医療分野の関与強化



54

バスの時刻と診療時間の調整を検討します。

市内の病院（地域連携室）では、通
院・入退院患者の交通の相談を担ってお
り、バスの時刻や乗合タクシーの予約等
の支援を行っています。

０７９
地域包括ケアシステム構築に向けた医療分野の関与強化
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医療が担う患者支援として救急サポート体制
の充実に向けた検討を進めます。

独居の高齢者を対象に平成２２年度から救急
医療情報キットを配布しています。これまでに
延べ６，００２名（Ｒ６.３月末）が登録され、
迅速な救命活動に役立てています。

救急医療情報キットとは？
かかりつけ医療機関や持病といった、救急時に必要と
思われる情報を記入した「救急情報用紙」をキット（専用
容器）に入れ、自宅の冷蔵庫に保管。万一の時には、
かけつけた救急隊員が冷蔵庫からキットを取り出し、そ
の情報を救急活動に活用するものです。

０８２
NEW 地域包括ケアシステム構築に向けた医療分野の関与強化
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在宅医療を担う看護師の役割の見直しを進め
ます。

令和２年１２月１８日に多職種連携研修会をリモートで開催し、小規模多
機能型居宅介護等の種類や特徴の理解を深めました。（参加者８６名）
令和３年１２月１８日に多職種連携研修会（ハイブリット開催）で摂食・

嚥下・食形態等について学びました。（参加者７７名）
令和４年度は、１２月２日に多職種連携研修会（ハイブリット開催）で薬

剤師の役割や薬の飲み方などについて学びました。（参加者６８名）（令和
５年度）
令和５年度は、１２月１５日に多職種連携研修会（ハイブリット開催）で

医療・介護現場でのＩＣＴの利活用について学びました。（参加者６５名）

令和３年度多職種連携研修会（参加者77名）令和４年度多職種連携研修会（参加者68名）

０８７
NEW 地域包括ケアシステム構築に向けた医療分野の関与強化
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ACP（アドバンス・ケア・プランニング）への取組
み、在宅看取りへの対応等を検討します。

令和元年度には、多職種連携研修会でACPの正しい理解と支援者
としての関わり方を学びました。また、県医師会主催のACP研修会
を講師に岡山大学松岡順治先生をお迎えし開催しました。

令和３年度には、研修会でのリーフレット配布、出前講座の実
施、広報紙などで市民を対象とした普及啓発や施設看護師を対象
とし講師に吉備国際大学門倉康恵先生をお迎えした講演を開催し
ました。

令和元.9.25多職種連携研修会
（参加者69名）

令和元.10.11岡山県医師会ACP研修会
（参加者57名）

令和３.10.19出前講座
（参加者6名）

０８９
NEW 地域包括ケアシステム構築に向けた医療分野の関与強化
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令和４年度から、高梁市医療・介護
市民公開講座を開催し、市内事業所等
で働いている介護医療職による演劇の
テーマとして、会場参加者へ「自分ら
しく生きる」ための話し合いガイドを
もとに、ＡＣＰの進め方を実践しまし
た。

令和4.2.19 高梁市医療・介護市民公開講座
（参加者349名）

こちらから

「自分らしく生きる」ための話し合いガイド

ACP（アドバンス・ケア・プランニング）への取組
み、在宅看取りへの対応等を検討します。

０８９
NEW 地域包括ケアシステム構築に向けた医療分野の関与強化
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住民目線に立った説明の強化

市内の地域医療の実情を市民の皆さんにＰＲ
します。

高梁市医療計画を平成３０年５月に策定しました。計画の内
容を平成３０年広報たかはし６月号で特集を組みＰＲするとと
もに、その際に開催した座談会を吉備ケーブルテレビで放送し
ました。また、令和４年度には広報たかはし１０月号で、これ
までの医療計画の取り組みの状況を「高梁の現在地」として、
医療計画の特集を組み、地域医療の現状を周知しました。

NEW

広報たかはし令和４年１０月号特集「地域医療～高梁の現在地～」

０９１
０９２
０９３

０９４
０９５
０９７
０９９



60

在宅医療や市内で可能な医療を周知
するため、医療・介護市民公開講座を
開催しています。平成３０年度から令
和３年度までは市内の病院スタッフが
順番に自院の特徴など各病院で対応可
能な医療について説明を行いました。
令和２、３年度は、コロナ禍により吉
備ケーブルテレビでの放送でしたが、
令和４年度からは再び会場に参集する
形で開催し、令和５年度は岡山県歯科
医師会高梁支部から口腔ケアの重要性
や在宅訪問歯科診療などの取り組みを
紹介しました。

医療・介護市民公開講座

住民目線に立った説明の強化

市内の地域医療の実情を市民の皆さんにＰＲ
します。

NEW
０９１
０９２
０９３

０９４
０９５
０９７
０９９



61

令和６年度からの医師の働き方改革の施行
に向けて、市ＨＰで広報紙で上手な医療のか
かり方についての普及啓発を行いました。
市ＨＰ内に看護職確保に向けた特設ページ

作成し、市内医療機関で働く看護職のインタ
ビューを実施し掲載しています。

看護費確保ＨＰ

住民目線に立った説明の強化

市内の地域医療の実情を市民の皆さんにＰＲ
します。

NEW
０９１
０９２
０９３

０９４
０９５
０９７
０９９

市内看護職インタビュー
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人生の最終段階において、家族や医師等と
話し合うことの重要性を普及・啓発します。

令和元年１１月１６日に看取りでの経
験を語る会～人生の最終段階の過ごし方
と在宅医療を考える～と題し、講演会を
開催しました。（参加者２００名）

令和元.11.16看取りでの経験を語る会
（参加者200名）

令和３年度には、研修会でのリーフレット
配布、出前講座の実施、広報紙などで市民
を対象とした普及啓発を実施しました。

令和３.10.19出前講座
（参加者6名）

０９６
住民目線に立った説明の強化



63

病院主治医と在宅医の二人主治医制の検討
を進めます。

令和元年度に、（一社）高梁医師会に
おいて、訪問診療医師の会が立ち上がり、
訪問診療を始め、二人主治医制等の話し
合いが行われています。

０９８
住民目線に立った説明の強化
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医療の情報について、市民の方にわかりやすく
市のホームページ等を活用し広報していきます。

市ホームページで高梁２０２５～地域医療の高梁モデル構築に
向けた１００の検討とアクション～として平成３０年度から令和
４年度までの成果を公表しています。
また、平成３０年度から広報計画を策定し、市広報紙や行政放

送において、定期的・継続的に市内の医療について情報発信して
います。広報紙で医療計画特集、市内で不足する医療従事者の確
保のためのホームページやパンフレットの作成を行っています。

寸劇による普及啓発 広報紙での情報発信 行政放送での広報

１００
NEW 住民目線に立った説明の強化


